
－ １ － 

４月度 生産組合長会議 案件 

となみ野地域水田農業推進協議会 

 

１．平成 31 年度作付け計画の変更について                             【 P.2 】 

  本年 2月に提出された水稲共済細目書に基づいて以降の書類を整備しています。 

作付け計画が変更になった場合は助成金や交付金などに影響が出ますので、変更の事実が確認出来

たら速やかに、別紙を営農指導員まで提出してください。 

 配布物 平成 31年度水稲共済細目書（生産者） 

 

２．平成 31 年度経営所得安定対策等交付金交付申請書の提出について     【 P.3～P.6 】 

封筒内の記載例などの書類を一読のうえ、所定の箇所に記入・捺印し提出してください。 

記入漏れがあると交付金が受け取れなくなりますので、ご注意ください。 

 （封筒の配布先） 

 認定農業者・営農組織以外の農業者で、交付金対象者 

 （封筒の内容） 

 ①経営所得安定対策等交付金交付申請書 

 ②記入例 

 ③交付申請書の記載例 

 ④個人情報の取扱い / 環境と調和のとれた農業生産の実施に係る確認事項 

 ⑤交付申請の内容(詳細) / 経営所得安定対策等交付金交付金の交付申請に関する誓約事項 

 

提出期限 5 月 20 日（月）までに 

そ の 他 交付申請書は、配布した封筒に入れて回収・提出願います。 

 

３．平成 31 年度経営所得安定対策水田活用の直接支払交付金(産地交付金)について 

   現在検討中です。決定後、ご案内致します。 

 

４．平成 31 年度生産調整計画図面の提出について                       【 P.7 】 

提出期限 5 月 20 日（月）までに 

提 出 物 ① 生産調整圃場の地図（該当農家か記入） 

   ② 集落全体地図（生産組合長が記入） 

 

５．平成 31 年度生産調整等実施水田の現地確認について                 【 P.8～P.11 】 

  確認期日 6 月 12 日（水） 

  班編制、集合場所は別紙を参照ください。 

また、現地確認を円滑に行うためにも「生産調整確認要領」をご一読願います。 

 



 となみ野地域水田農業推進協議会（ FAX : 22 - 4728 ）行 発信日付 : 

富山県農業共済組合　砺波地域農業共済センター
となみ野農業協同組合　井波中央支店・福野支店 営農購買課

【　作付内容変更　】
平成３１ 年　作付内容変更報告　兼　問い合せ用紙

P

耕地番号

P

耕地番号

P

耕地番号

P

耕地番号

P

耕地番号

P

耕地番号

【　問い合せ　】

面積確認 欄 水田協ﾁｪｯｸ 欄

氏　　名 合 計
水稲
面積計

転作等
面積計

細目書転記 ﾃﾞｰﾀ入力 2号様式 農業共済 営農指導員

連 絡 先

TEL 又 FAX 番号

内容が解るものであれば、この様式にはこだわりません。また、E-mailの場合は inatofu@p1.coralnet.or.jp のアドレスに送信してください.

発
信
者

面 積

異 動

作 物

耕作者

面 積

異 動

作 物

耕作者

面 積

異 動

作 物

耕作者

面 積

異 動

作 物

耕作者

面 積

異 動

作 物

耕作者

面 積
異 動

作 物
耕作者

 てんたかく 25.2a
 コシヒカリ 23.2a
 自家菜園       2.0a水田協　太郎 南砺 137-1

年　　　　月　　　　日

細目書
農業者名 地名地番

変更内容
○をつける

当初内容 変更後内容 備　考

《記入例》 8 
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ａ
③

地名地番

④
地名地番

水田面積ａ

平成３１年度　生産調整計画図面

生産組合名

ａ
①

地名地番

水田面積

農 家 氏 名

②
地名地番

水田面積ａ

水田面積

※圃場を分割して作付する場合は、作物毎に寸法を記入 してください。 野菜は、出荷 か 自家用 か

を明記してください。 

※ 面積を計算 し、小数点第１位までａ単位で記入してください。 

※ 分筆した圃場は、細目書の面積と一致するか確認 してください。 
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－ ８ － 

３１となみ野協 第２号 

平成３１年 ４月 ２６日 

井波地区 生産組合長 各位 

となみ野地域水田農業推進協議会 

会 長 佐野 日出勇（公印省略） 

 

平成３１年度生産調整等実施水田の現地確認について 

 

 日頃は、経営所得安定対策の推進につきまして多大のご協力をいただき、深く感謝申し

上げます。 

 つきましては、下記のとおり平成３１年度生産調整等実施水田の現地確認調査を実施い

たしますので、ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１．確認実施日  令和元年 ６月１２日（水）午前９時～ 

   （一部の地区は、午後１時 00分～） 

 

２．集合場所  井波本町支店・・・・・（井波地区の方） 

ﾌｧｰﾑ八乙女事務所・・・（南山見地区の方） 

井波中央支店・・・・・（井波高瀬地区・山野地区の方） 

 

３．持参するもの (1) 認印 

   (2) 雨具 (雨天の場合) 

   (3) 長靴 (圃場に入る場合が有るので) 

 

４.その他 

(1) 平成３１年度生産調整確認要領を一読ください。 

(2) 確認圃場への案内と面積測量にご協力ください。 

(3) 当日、都合の悪い方は必ず代理の方の出席をお願いします。 

(4) 確認野帳の確認者欄には、確認した班員全員の印を押印して

ください。 

(5) 手当は、日当 2,500 円、車借用料 2,000 円です。後日指定口

座に振込します。尚、振込口座は営農購買課に届け出された

口座とします。 

以上 

 

となみ野地域水田農業推進協議会 

事務担当  川森、佐々木、河合 

TEL ２２－４７２０ 



現地確認実施日：６月　１２日（水）　午前９時より　(一部の組織・地区は、午後１時より)

井波地区班編成

地区名 集合場所 班 現地確認の実施地区 生産組合長 農業者 配置車両

井波 井波本町支店 1 今町、北川、藤橋、上山見、下山見 ５ 名 ★(井) ＪＡ車（井） 9:00 ～ 　 :

2 東城寺、谷川農園 谷川１名 (井) 生産組合長 9:00 ～ 　 :

3 連代寺、志観寺 ２ 名 (協) 協議会 9:00 ～ 　 :

4 谷、里領 ２ 名 ★(井) 生産組合長 9:00 ～ 　 :

5 神子畑、勧学院 ２ 名 (福) ＪＡ車（福） 9:00 ～ 　 :

6 愛 農、信 農 ２ 名 (市) 市農林課 9:00 ～ 　 :

7 大宮司、三清東、岩倉農園 ２ 名・岩倉1名 ★(井)  生産組合長 9:00 ～ 　 :

8 坪野 (東部、中部、西部) ３ 名 (福) 生産組合長 9:00 ～ 　 :

9 山 斐、岩屋東部 ２ 名 (共済) 共済センター 9:00 ～ 　 :

10 岩屋西部、ｶﾝﾄﾘｰ岩屋 １ 名、岩倉１名 (福) ＪＡ車（福） 9:00 ～ 　 :

11 飛騨屋 (東部、西部)、清水明 ３ 名 (市)  生産組合長 9:00 ～ 　 :

12 野能原 １ 名 (井)  生産組合長 9:00 ～ 　 :

13 井波軸屋 １ 名 (行政) 行政センター 9:00 ～ 　 :

14 安室、ｶﾅﾀﾞ農園 １ 名、ｶﾅﾀﾞ１名 (福) 生産組合長 9:00 ～ 　 :

15 高 屋 １ 名 ★(井) ＪＡ車（井） 9:00 ～ 　 :

16 専勝寺 １ 名 (農林) 農林振興センター 9:00 ～ 　 :

17 院瀬見 (1区、2区、3区、4区)、清玄寺 ﾌｧｰﾑ八乙女１名 (井) ＪＡ車（井） 13:00 ～ 　 :

18 戸 板、川原崎、沖 ﾌｧｰﾑ八乙女１名 (井) ＪＡ車（井） 13:00 ～ 　 :

３５ 名 １８名 １１台＋７台

※注：担当者名欄の略称は、下記の略である。

　　　　　　　(市)=南砺市農林課　　　　(行政)=各行政センター　　　　(農林)=農林振興センター　　　　(共済)=農業共済センター　　

　　　　　　　(井)=井波中央・本町支店　　　　　(福)=福野支店　　　　(協)=推進協議会　　　　　(本店)=本店生産企画

　　　★マークが付いている方がその地区の責任者になりますので、確認後の野帳等渡して下さい。

確認にかかった時間

平成３１年度　となみ野地域水田農業推進協議会 井波地区　生産調整現地確認人員配置計画

担　当　者

ファーム
八乙女事務所

ファーム
八乙女事務所

南山見

大規模
農家

井波
高瀬

井波中央支店

山野 井波中央支店
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❶確認野帳 

地名地番  本地  水稲 転作面積  作物名   耕作者名 

苗島 305  15.0   10.0       ｺｼﾋｶﾘ 

苗島 305 ﾚ          5.0 ﾚ  出荷ﾅｽﾚ  水田協太郎ﾚ 

❷図面 

 

5ｍ×10ｍ ﾅｽ 5.0 ﾚ 

 

❸全体地図 

確認場所にﾚ 

  

 

平成３１年度 生産調整確認要領 

 

日  程 井波 6 月 12 日(水)、福野 6 月 13 日(木)・14 日(金)、利賀 7 月 12 日(金) 

集合場所 班編成表参照 

集合時間 8 時 50 分(午前 9 時から現地確認実施) 

   (一部の地区は、午後 0 時 50 分集合、午後 1 時より現地確認実施) 

携 行 品 協議会準備：確認野帳及び生産調整計画図、メジャー2 個、赤鉛筆 

鉛筆削り、付箋、下敷き 

各自で準備：電卓(担当者)、印鑑、雨具（雨天決行） 

 

当日のスケジュール 

1. 立会者（生産組合長）の出欠確認。「現地確認日当・車借り上げ料、請求書

兼領収書」に押印。（押印書類は、班編成表★印の各地区責任者のみに配布） 

2. 携行品を受け取り出発。【確認項目①②】 

3. 現地確認終了後、集落ごとの確認にかかった時間を記入報告。 

4. 確認野帳の合計面積の変更と集計を記載。【確認項目③】 

5. 確認者欄に担当者と立会者（生産組合長）の押印。 

6. 携行品を返却し、終了した班から解散。 

 

確 認 項 目 

①地名・地番・生産調整面積・耕作者の確認 

◎ 「❶確認野帳」「❷生産調整計画図面（生産者記入）」「❸全体地図」の照合。 

◎ 生産調整の筆の作付け内容と耕作者を全て確認し、確認できたものについて 

❶～❸全てに赤鉛筆でチェックを入れる。 

・前作の作物が収穫済みの場合、生産組合長に栽培の跡か聞き取りにより確認する。 

・❷と現場の相違がある場合には、測量し直し紙に書き残する。 

・❷の提出が無くても、前年から❶の面積変更がある場合は１筆全体の形状を 

裏面等へ記入し、測量した場所と計算式、面積を記入する。 

 

 

 

 

 

◎ 当日現場で❶～❸に記載がない作付けを発見した場合、測量確認する。 

転作場所を変更し水稲を作付した圃場が他にある可能性が非常に高いので、必ず

周辺の作付け確認を行う。解決できない場合は生産組合長を通じて農家への確認

をお願いし、水田協へ連絡してください。確認野帳に付箋を貼る。 
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通常本地面積 

 

 

（
付
箋
） 

自家用 大麦等 

◎ 調整水田は１ヶ所が１ａ(100 ㎡)未満、額縁型、複数型は認定しない。 

◎ 下記の②作物分類を参考に面積を分けて測量する。 

・小数点第１位までのアール単位で記入する。 

（例：125.75 ㎡ → 1.3ａ） 

・畦畔(あぜ)の外側から測量する。 

（一筆内に畦畔を作成し、畑としてある場合） 

 

 ・分筆された合計面積＝本地面積とする。 

 

②作物分類 

■ 戦略作物「大麦、大豆（エンレイ・シュウレイ）、飼料作物」 

■ 「ソバ」 

■ 特産振興作物（出荷組織の構成員が作付けしている） 

・井波「球根,里芋,白葱,ニラ,玉葱,菊,小松菜,梅,林檎,リンドウ」 

・福野「球根,里芋,白葱,ニラ,玉葱,菊,小松菜,スイートコーン,林檎,リンドウ」 

・利賀「ホウレンソウ,ミョウガ,白爵カボチャ,赤カブ,玉葱」 

■ その他の出荷販売作物 

・単に野菜でなく、具体的な代表作物名を記入。（複数作付している場合） 

・果樹類、自家菜園は分ける。 

■ 地力増進作物 

「レンゲ,エン麦,ソルゴー,クロタラリア,ヘアリーベッチ,クローバー」 

■ 自家菜園、景観作物、調整水田、永年性作物、自己保全管理、かい廃等 

 

◎「自家用大豆,里芋」等出荷しない作物については、「自家菜園」と記載 

◎ 聞き取りにより特産・出荷販売等交付金対象水田と判明した圃場は 

自家菜園と分けて測量し、「出荷○○」と記載する。 

 

③現地確認後 

◎ 集合場所へ戻り、個人ごとの水稲、生産調整面積を再集計する。 

・❶❷の面積を同一にする。 

◎ 変更や不明な事が発生した場合は確認野帳に記載する。 

・その場で結論を出さずに、付箋をつけて内容を必ず書き残す。 

◎ 未作付けの場合は作物名の後ろに○未 と赤書きし、 

確認野帳に付箋を貼る。 

 

例年、「地図のみに記載し、確認野帳を変更してない」「再計算をしてない」事が

多いです。必ず確認野帳へ転記してください。 

 

となみ野地域水田農業推進協議会 TEL:22-4720 FAX:22-4728 

ここを測る 

ここを測る 

○未
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三個

フリガナ

1 2 -

フリガナ ﾀﾞｲﾋｮｳﾘｼﾞ    ﾉｳﾘﾝ  ﾀﾛｳ

代表者氏名
（法人・組織のみ）

明治・大正

昭和・平成

経
営
形
態

認
定
状
況

□ 個人

集落営農

住
所

石川県○○市△△町1丁目1番1号

2 3

認定なし

□

6 7 8 9

集落営農
      （ゲタ・ナラシ対象）

31

4

3 4

年産

申請年月日 平成31 年 4 月 26 日

経営所得安定対策等交付金交付申請書 平成

5 -

※連絡のとれる電話番号を記入してください（携帯可）

ﾉｳｼﾞｸﾐｱｲﾎｳｼﾞﾝ  ﾉｳﾘﾝ

2 3

日氏名又は
法人・組織名

農事組合法人　農林

様式第１号A

継続

1 月

電話
番号

□

（構成員 人）

□ 法人
代表理事　農林　太郎

農林水産大臣　殿

0

新規

申請印 性別 生　年　月　日

農
林

男
女

40

　「経営所得安定対策等実施要綱（平成23年４月１日付け22経営第7133号農林水産事務次官依命通知）」を了知し
た上で、経営所得安定対策等交付金の交付を受けたいので、下記のとおり申請します。
　また、別紙「交付申請に関する誓約事項」について誓約します。

□

□

はだか麦 産地交付金の地域振興作物

大豆

米粉用米

ある ない

ある ない

ある ない

主食用米

小麦

二条大麦

六条大麦

てん菜

そば

なたね

飼料作物

WCS用稲

加工用米

飼料用米

ない

ある ない

【地方農政局等】【地域協議会等】
1 2 3

　④　各種確認事項（該当する欄に○を付けてください）

登録済の振込口座

5

※「水田活用の直接支払交付金」等の交付を受けるには、出荷・販売状況が分かる書類の提出が必要となりますので、出荷・販売契約書の
写し、販売伝票の写し等を保存しておいてください。

「個人情報の取扱い」に記載 された内容について

9

交付申請者管理コード

1 2 3 4 6 7 85 4

同意する変更なし 新規

しないしないする

ない

ない

1 2 3 4 5 8 96 7A

「水田・畑作経営所得安定対策」対策加入者管理コード

06 7 8

する

でん粉原料用ばれいしょ

85 7

ある

　②　交付申請内容（　　  年産の申請の「する」「しない」欄に○を付けてください）※前年産の申請状況は参考です。

畑作物の直接支払交付金（ゲタ）の申請
交付金名→

収入減少影響緩和
交付金（ナラシ）の申請

水田活用の直接支払
交付金の申請 面積払を

申請しない

交付対象作物等の

生産・販売の有無
交付対象作物等

　　  年産の申請

　③　交付対象作物等の確認（該当する欄に○を付けてください）

交付対象作物等
交付対象作物等の

生産・販売の有無

（参考）前年産の申請状況 有 有

交付対象作物等の

生産・販売の有無
交付対象作物等

有

無

新市場開拓用米

※「畑作物の直接支払交付金（ゲタ）」及び「収入減少影響緩和交付金（ナラシ）」に申請される方は、「認定状況欄」のいずれかの対象者に認定されて
いるか認定されることが確実であることが必要です。

※既に収入保険に加入している個人又は法人は、本年産のナラシの申請はできません。
※ナラシに申請される方は、⑤の対象農産物の生産予定面積等（収入保険に加入している構成員のいる集落営農については、当該構成員の分を除い
た生産予定面積等）を記載してください。また、生産予定面積等に基づく積立金を本年７月末までに納付する必要があります。

※ゲタ交付金（数量払・面積払の両方）を申請するを選択された方は、別途提出いただく営農計画書等の「畑作物の直接支払交付金（ゲタ）の面積払に
係る生産予定面積」欄を記載する必要があります。

①
　
交
付
申
請
者
欄

【個人又は法人が記載】収入保険の加入状況
【集落営農が記載】収入保険に加入している構成員の有無

（「有」の場合、当該構成員の人数）

11

認定農業者

□

認定新規就農者

年

9 0 11
法人
番号

6

加入している 加入していない

〒123-4567

有 　（　　　　人）

する しない はい

変更あり

ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある

ある

ある

ある ない

別紙「個人情報の取扱い」を
ご確認いただき、○を記入し
てください。 

生年月日を記入して
下さい。 
なお、「法人」及び
「組織」の方は、代
表者の生年月日を記
入してください。 

 
生産・販売の状況を
確認するために必要
なので、対象作物毎
にいずれかに必ず○
を記入してください。 

 

法人の方は 
法人番号（13桁）を
記入してください。 

申請年月日を記入して
ください。 

 交付申請書の記載例 

様式第1号A 

H30年度加入者及び承継
者は「継続」、それ以外
は「新規」に○を記入し
てください。 

 
継続の方は、内容を
ご確認の上、鮮明に
押印し、提出してく
ださい。 
 
新規に申請される方
は、氏名・フリガ
ナ・郵便番号・住所
等を正確に記入して
ください。 
 
※訂正する場合は二重
線で訂正してください。 

 

申請される交付金
の種類ごとに必ず
○を記入してくだ
さい。 

ゲタ・ナラシの申請
対象者は認定農業
者・集落営農・認定
新規就農者の方です。 
 
※ゲタは申請するが、
面積払を申請しない
者は、面積払を申請
しない欄の「はい」
に〇をして下さい。 
 

 畑作物の直接支払交付金（ゲタ）・収入減少影響緩和対策
（ナラシ）に申請される方は裏面に続きます。 

収入保険加入状況の
有無です。 
ナラシ対策との重複
及び、集落営農組織
の場合、構成員の収
入保険加入者の有無
を確認します。 
いずれかに〇を記入
してください。 

該当する経営形態・認

定状況に□チェック

してください。※市町村

から認定通知のない集落営農
の方は「認定なし」に 

 □チェックをしてください。 

いずれかに○を記入
してください。 
 
※振込口座を変更され
る方及び新規の方は、
「振込口座届出書」及
び「通帳表紙裏のコ
ピー」を提出して下さ
い。 



殿

農事組合法人　　農林
代表理事　　農林　　太郎

通信欄

様式第１号B

〒 123 - 4567 　　　　年　　月　　日
富山県○○市△△町1丁目1番1号

米穀 120,000 ㎡

六条大麦 30,000 ㎡

　⑤　収入減少影響緩和交付金（ナラシ）の積立て申出（ナラシ申請者が記載）

　年産収入減少影響緩和交付金（ナラシ）について、本年７月末までに積立金の積立てを行う旨及び対
象農産物ごとの生産予定面積を下記のとおり申し出ます。

※対象農産物ごと、地域等区分（地域別・銘柄別）ごとの生産予定面積を記入してください。
※収入保険に加入している構成員のいる集落営農については、当該構成員の分を除いた生産予定面
積を記入してください。

対象農産物 地域等区分 生産予定面積

大豆 30,000 ㎡

㎡

㎡

　⑦　環境と調和のとれた農業生産の実施状況（ゲタ・ナラシの申請者が記載）

□ 過去１年間の農業経営全体の状況について、環境と調和のとれた農業生産が実行できている。

　⑧　農地の有効利用の実施状況（ゲタ・ナラシ対象者が記載）

□ 現在、耕作しておらず、かつ、引き続き耕作しない農地がない。

　⑥　ナラシ積立金の積立コースの意向選択（ナラシ申請者が記載）

　該当するものにレ印を記入してください。
　なお、今回は意向の確認であり、積立金は実際の納付の際に最終的に選択することになります。

□ １０％の減収に対応した積立金を納付予定 □ ２０％の減収に対応した積立金を納付予定

交付申請者管理コード
【地域協議会等】 【地方農政局等】

1 2 3 4 5 6 7 4 5 6 7 8

「水田・畑作経営所得安定対策」対策加入者管理コード

8 9 0 1 2 3

6 7 8 9Ａ 1 2 3 4 5

 認定農業者、認定新規就農者、集落営農の方で、「経営所得安定対策等交付金
交付申請書」様式第1号Ａの｢②交付申請内容」で畑作物の直接支払交付金（ゲ
タ）及び収入減少影響緩和交付金（ナラシ）に申請された方は、様式第1号Ｂを 
必ずご記入ください。 

本年に生産を予定し
ている作物名を以下
の例にならって記入
してください。 
 
①米穀 
②秋期には種する小麦 
③二条大麦 
④六条大麦 
⑤はだか麦 
⑥大豆 

本年に生産を予定し
ている対象作物の作
付面積を記入してく
ださい。（米穀につ
いては、主食用米の
作付面積を記入して
ください） 
※集落営農組織にお
いて、構成員に収入
保険加入者がいる場
合は、その者の該当
作物面積を控除しま
す。 

地域等区分欄は
空欄 

様式第1号Ｂ 

 畑作物の直接支払交付金（ゲタ）及び
収入減少影響緩和交付金（ナラシ）に加
入できるのは、認定農業者、集落営農、
認定新規就農者の方です。   

ゲタ・ナラシを申請される方
は、確認事項に□チェックし
てください。 

ナラシを申請者さ
れる方は、本年の
積立コースのいず

れかに□チェック

をしてください。 


